
  君津中央病院企業団の人事行政運営における公正・透明性を確保するため、「地方公務

員法」及び「君津中央病院企業団人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、

平成２９年度における人事行政の運営状況の概要を次のとおり公表します。 

 

１．職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）職員の採用の状況（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 

区    分 人 数 

医師職 １６  

看護師職 ８１  

医療技術職 １３  

一般行政職 ０  

労務職 １  

教務職 １  

その他（看護助手等） １  

合    計 １１３  

 

（２）職員の退職の状況（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 

区    分 人 数（計） うち定年 うち定年以外 

医師職 ２２  ０  ２２  

看護師職 ５７  ６  ５１  

医療技術職 ６  ３  ３  

一般行政職 １  ０  １  

労務職 １  １  ０  

教務職 ３  １  ２  

その他（看護助手等） ５  ３  ２  

合    計 ９５  １４  ８１  

（注）医師職の採用及び退職の主な事由は、県内外の公的医療機関間の勤務異動に 

よるものです。 

 

（３）職種別の職員数（平成３０年３月３１日現在）（単位：人） 

区    分 
君津中央病院 

（本 院） 

君津中央病院 

大 佐 和分院          

（分 院） 

君津中央病院 

附属看護学校

（学 校） 

医師職 １０２  ４  ０  

看護師職 ６０６  １５  ０  

医療技術職 ２０３  ９  ０  

一般行政職 ６８  ２  ２  

労務職 ８  １  ０  

教務職 ０  ０  １６  

その他（看護助手等） ２６  １  ０  

合    計 １０１５  ３３  １８  

 

 

 



２．職員の給与の状況 

（１）職員給与費                                        （単位：千円） 

区    分 本  院 分  院 学  校 

給料 ３,５２３,０５０ １３４,１６９ ７３,０８６ 

諸手当 １,９３６,７２１ ７３,６６４ １６,４２８ 

期末勤勉手当 １,３８４,２４０ ５４,４６３ ２９,０３６ 

合    計 ６,８４４,０１１ ２６２,２９６ １１８,５５０ 

（注）平成２９年度決算によるもので、退職手当は含みません。 

（２）職種別の平均給料等（平成２９年４月１日現在） 

区    分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

医師職 ４６２,４３９円 １,２３６,３６９円 ４３歳５月 

看護師職 ２６７,１７３円 ３６３,６０７円 ３６歳２月 

医療技術職 ２６３,０６１円 ３３９,５１２円 ３５歳５月 

一般行政職 ２９０,１４０円 ３６６,６６６円 ３８歳１１月 

労務職 ２９９,９５９円 ４０４,６９３円 ４３歳８月 

教務職 ３３０,２６２円 ４０７,３７６円 ４８歳６月 

その他（看護助手等） ２４９,６６６円 ３０４,０３１円 ４２歳１月 

全  職  種 ２８８,４１１円 ４４６,７６９円 ３７歳４月 

（注）「給料」は基本給で、「給与」は、給料に扶養手当、地域手当、通勤手当等の 

諸手当（期末勤勉手当・退職手当を除く）を合計したものです。 

 

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

（１） 勤務時間（標準的なもの）（平成２９年４月１日現在） 

１週間の 

勤務時間 
勤務時間 休憩時間 

３８時間４５分 ８時３０分～１７時１５分 １２時００分～１３時００分 

 

（２） 年次有給休暇の取得状況（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 

総付与日数（A） 総取得日数（B） 対象職員数（C） 
平均取得日数 

（B／C） 
消化率（B／A） 

１７，４６０日 ６，７５３日 ８７３人 ７．７日 ３８．７％ 

（注）対象職員数とは、上記の全期間を在職した職員です（当該期間の中途の採用、 

退職、育児休業等は除いています）。 

（注）本院のみのデータとなります。 

 

（３） 育児休業及び部分休業の取得状況（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）（単位：人） 

区   分 育児休業取得者 

 

部分休業取得者 うち前年度から 

の取得者 

男性職員 ０  ０  ０  

女性職員 ６４  ３７  ０  

合    計 ６４  ３７  ０  

 



（４） 介護休暇の取得状況（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）（単位：人） 

区   分 介護休暇取得者 

 

うち前年度から 

の取得者 

男性職員 ０  ０  

女性職員 ０  ０  

合    計 ０  ０  

 

４．職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１）分限処分者数（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）（単位：人） 

区     分 降任 免職 休職 降給 合計 

勤務成績が良くない場合 ０  ０  ０  ０  ０  

心身の故障の場合 ０  ０  １７  ０  １７  

職に必要な適格性を欠く場合 ０  ０  ０  ０  ０  

職制、定数の改廃、予算の減少によ

り廃職、過員を生じた場合 
０  ０  ０  ０  ０  

刑事事件に関し起訴された場合 ０  ０  ０  ０  ０  

合      計 ０  ０  １７  ０  １７  

 

（２）懲戒処分者数（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）（単位：人） 

区     分 戒告 減給 停職 免職 合計 

法令に違反した場合 ０  １  ０  ０  １  

職務上の義務に違反し又は職務を

怠った場合 
０  １  ０  ０  １  

全体の奉仕者たるにふさわしくない

非行のあった場合 
０  ０  ０  ０  ０  

合      計 ０  ２  ０  ０  ２  

 

５．職員の服務の状況 

地方公務員法第３０条には、服務の根本基準として、「すべての職員は、全体の奉仕者とし

て公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念し

なければならない。」と定められています。この根本基準の趣旨を具体的に実現するため、職

員に対し、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る

義務、職務に専念する義務、営利企業等の従事制限等、服務上の強い制約を課していま

す。 

 

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況 

（１） 職員の研修 

職員の職務遂行能力の向上及び各職種における専門的な医療技術を習得することを目

的に、各職種における職能団体等主催の研修会に参加し、研鑚を図っています。 

また、院内での各種研修会も開催しています。 

 

 



（２） 勤務成績の評定 

職員の勤務状況について、所属長が部下の行動や能力等を評定し、昇任、昇格、昇給等

の決定に活用しています。 

 

７．職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１） 職員の福利厚生制度 

千葉県市町村職員共済組合及び千葉県市町村職員互助会に加入しており、共済組合で

は、職員とその家族の病気・けが・出産・死亡等に対して給付を行う「短期給付事業」、退職・

障害・死亡に対して年金の給付を行う「長期給付事業」及び健康の保持増進を行う「福祉事

業」を主に行い、互助会においては、各種の給付・助成事業を行っています。 

   

（２） 公務災害の状況（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）（単位：件） 

区  分 認定件数 

公務災害 ６  

通勤災害 １  

合    計 ７  

 

（３）労働安全衛生 

職員の安全と健康を確保し、快適な職場環境を形成するため、労働安全衛生法等に基づ

き、産業医及び衛生管理者等を選任し、定期的に衛生委員会を開催しています。 

  また、事業者責任として職員の健康状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うた

め、定期健康診断及び特定業務従事者健康診断（深夜業従事等）を実施しています。  

 

 


